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要旨

本研究は，岩手県釜石市で整備された釜石鵜住居復興スタジアムを事例として，釜石市行政のスタ
ジアム整備費調達のための戦略を浮き彫りにすることを目的とする。本研究では，主に行政が作成し
た資料を検討したうえで，関連する部署の（元）幹部もしくは担当者に対するインタビュー調査を補
完的に実施した。

本研究を通じて明らかとなった行政によるスタジアム整備のための資金調達戦略は，次の 2 点で
あった。 1 点目は，スタジアム整備がスポーツ政策だけでなく防災などと関わる複数の政策と重ね
られながら進められた点。 2 点目は，資金調達の際に地域の表象を活用しながら，ラグビーワール
ドカップ開催に必要な釜石市の外に住む人々の共感の獲得が目指された点であった。本研究を通じ
て，スタジアム整備のための資金を調達する際に，スポーツ政策とは異なる政策を管轄する組織と
連携を図る必要性が示唆された。

1 ．はじめに

夏季オリンピックやFIFAワールドカップに
代表されるスポーツ・メガイベントは，開催都
市に大きな影響を及ぼす。たとえば，スポー
ツ・メガイベントを契機に都市開発が推進され

ることは，多くの研究者によって指摘されてい
る1）。スポーツ・メガイベントを開催する都市
は，大会成功に必要なスポーツ施設や交通イン
フラを整備するための資金を政府から直接引き
出す2）。国際大会を開催できる規模と品質を担
保するスタジアム整備は，開催都市のスポーツ
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環境を開会式を期限として向上させる機会とも
なる。また，スポーツ・メガイベントの開催は，
スタジアム整備にとどまらずスタジアム周辺の
都市開発の機会ともなる3）。

一方で，スポーツ・メガイベントが開催都市
に及ぼす影響に対する悲観論も少なくない。た
とえば，開催に際してベネフィットを過大評価
し，コストを過小評価する傾向があることが指
摘されている4）。特に，スタジアムに関する言
及は少なくなく，国際レベルに見合ったスタジ
アムは開催都市の現在と将来のニーズに対して
大きすぎる可能性があるため開催後の活用を難
しくするだけでなく，開催都市に大きな維持管
理負担を課すと指摘されている5）。スタジアム
整備を含むスポーツ・メガイベント開催にかか
わる費用負担が，都市の存続を危険にさらすほ
どの規模である点に警笛が鳴らされているので
ある6）。

日本で開催されたスポーツ・メガイベントを
契機として整備されたスポーツ施設も例外では
なく，投入された整備費や維持費が開催都市に
大きな経済的負担を継続的に強いているという
指摘がある。たとえば，長野オリンピックが及
ぼした影響を浮き彫りにするために，大会開催
から10年を経た開催地域を調査した石坂・松林

（2013）は，大会後の活用の方法が限定的であ
るにもかかわらず高額な維持費が必要とされる
スポーツ施設を，大会のネガティブな遺産のひ
とつとして指摘した7）。

スポーツ施設整備が開催都市に及ぼすネガ
ティブな影響を克服するために，2017年に「ス
タジアム・アリーナ改革ガイドブック（以下，
ガイドブック）8）」がスポーツ庁と経済産業省
によって提示された9）。ガイドブックを通じて，
スポーツを通じた地域活性化を実現する基盤と

なるスタジアムのあり方についての情報提供が，
地方自治体を主な対象としてなされたのである。
ガイドブックでは，スタジアム改革に向けたい
くつかの要件が挙げられている。ここでは，本
稿と関連する 4 つの要件に言及することにする。
まず，一つ目の要件は，まちづくりを実施する
際の資源としてスタジアムを位置付け，多様な
利用を実現できる設備を整備することである。
二つ目の要件は，総合計画や防災計画などの上
位計画との整合性を図りつつ，スタジアム整備
を通して地域に不足する機能を補完することで
ある。くわえて，メガイベントを契機にスタジ
アムが整備される場合においては，イベント終
了後の持続的な活用を実現することを念頭に置
いた事前計画を作成することが求められた。こ
こでは一例として，すべての設備を常設とする
のではなく，一部を仮設対応とすることも検討
されるべきと記載されている。三つ目の要件は，
スタジアムを地域のシンボルとするために，ま
ち並みや景観にも配慮したスタジアム整備を進
めることである。四つ目の要件は，スタジアム
整備に際して複数の資金調達方式を組み合わせ
ることである。地方財政と国費からなる税金を
中心とした資金調達から，民間資金を組み合わ
せた多様な資金調達方式への転換が求められて
いる10）。先行研究やガイドブックを概観するこ
とでみえてきたスタジアム整備費ならびに維持
費の最適化と，スタジアム利用によるまちづく
りへの貢献は，日本のスポーツ政策のひとつの
課題といえる。

本稿では，こうした問題意識を踏まえて，岩
手県釜石市で整備された釜石鵜住居復興スタジ
アムを事例として取り上げる。釜石鵜住居復興
スタジアムを事例とする理由は，2019年に開催
されるラグビーワールドカップ（以下，RWC）
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のために新設された唯一のスタジアムであり，
スタジアム整備のプロセスを比較的容易に検討
することができると考えられたからである。な
お，まちづくりとの関連を重視する本稿では，
東日本大震災によって被災した小規模都市とい
う固有の文脈も検討の視角に含みつつ，スタジ
アム整備プロセスを跡づける。具体的には，ス
タジアム整備の目的を明らかにしたうえで，釜
石市行政によるスタジアム整備費調達のプロセ
スを明らかにしていく。最後に，スポーツ施設
を整備していく際に有益と思われる留意点など
を提供することを試みる。なお，本研究では，
主に行政が作成した資料を検討したうえで，よ
り詳しい情報が必要な場合は（元）行政幹部も
しくは行政担当者（ｎ＝ 9 ）に対するインタ
ビュー調査を実施した。インタビュー実施期間
は，2014年 6 月21日から2016年 9 月23日までで
ある。なお，執筆者 2 名が所属する大学の研究
倫理綱領に基づいてインタビューは実施された。
まず，研究の目的などを明示したうえで調査協
力を依頼した。次に，個人情報の取り扱い方法
について説明したうえで，成果公表の際，必要
に応じて仮名を使用するなどの対応を行うこと
を伝えた。

2 ．釜石市とラグビーワールドカップ開催

2 ． 1 　釜石市の概況
岩手県釜石市は，太平洋沿岸に位置する人口

35,271人（2016年12月末現在）の小規模都市で
ある11）。釜石市は，東北地方にありながら海流
の影響で冬でも積雪することは少ない。海と山
に囲まれた釜石市は，豊富な海産物や鉱物を資
源として発展してきた。また，1979年から1985
年にかけて日本ラグビーフットボール選手権大

会で 7 連覇を成し遂げた新日鉄釜石製鉄所ラグ
ビー部（以下，新日鉄ラグビー部）の本拠地で
もあった釜石市は，その偉業と歓喜する住民の
姿がともに全国に発信されたため「鉄と魚と
ラグビーのまち」12）として全国的に知られてい
る。しかしながら，近年の釜石市は，国内外の
環境変化を背景とする，漁業や鉄鋼業といった
基幹産業の縮小に直面していた。基幹産業の衰
退という産業構造の変換を背景とした経済活動
の縮小や慢性的な人口減と少子高齢化への対応
が，釜石市の地域課題であった13）。また，当時
の住民にとって大きな誇りであった新日鉄ラグ
ビー部の日本選手権 7 連覇の記憶は，新日鉄ラ
グビー部が 7 連覇以降栄光を勝ち取ることがで
きなかったこともあり時間の経過とともに薄れ
つつあった14）。

2011年 3 月11日，マグニチュード9.0の大地
震とそれによる大津波が東北地方を中心とした
太平洋沿岸部を襲った。太平洋に面する釜石市
においても，大津波は住民の安全を確保するは
ずの湾口防波堤を破壊して突き進み，沿岸にあ
る4,700棟（全体の約29％）以上の家屋をなぎ
倒し，1062人の住民が犠牲となった15）。避難の
ために自宅を離れることを強いられた住民は
10,000人以上にのぼった16）。また，生活の要で
もあった沿岸の道路は寸断され，線路は流出し
てしまった。釜石市のいくつかの公共スポーツ
施設は，安全性を確保できずに使用ができなく
なった。壊滅的な被害を免れた公共スポーツ施
設であっても，避難所となったり，敷地内に仮
設住宅が建てられたり，がれき置場へ転用され
たため本来の役割を果たせない状況にあった17）。
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2 ． 2 　震災復興のためのラグビーワールドカップ
2015年 3 月に開催が決定したRWC釜石大会

は，震災からの「復旧」だけでなく「復興」
も射程に入れた取り組みであった。たとえば，
2011年12月に発表された釜石市の行政計画であ
る「復興まちづくり基本計画（以下，復興計
画）」にRWC開催が記載された。「将来の希望
を創る個性的な取り組み」としてのRWC開催
は，「復興の状況を一層押し上げる」装置とし
て記載された18）。また，釜石市がRWC開催都
市として正式に立候補した2014年 7 月の市長会
見からもRWC釜石開催が「復興」を射程に入
れた取り組みであることが明らかとなる。たと
えば，野田武則市長は立候補会見における質疑
応答の中で以下のような発言をしている。

復興が第一ですので，開催することによっ
て復興が促進されることが大事だと考えて
います。（中略）ワールドカップは復興の
後押しをしてもらうものだということを，
市民の皆さんに説明しながら進めていきた
いと思っています19）。

くわえて，このようなRWC開催を契機とし
た復興は，被災後に世界中から届けられた支援
に対して感謝を表すことにつながるとともに，
被災した「ラグビーのまち」の子どもたちが夢
と希望を持てる機会としてとらえられていた20）。

RWC釜石開催実現に対する政治家からの活
発な応援は，RWC釜石開催を特徴づけた。た
とえば，RWC開催の成功には国を挙げた強力
なサポートが必要であるという認識のもと設立
された「ラグビーワールドカップ2019をサポー
トする国会議員連盟」21）は，総会の決議文に

「釜石応援」の文言を入れRWC釜石開催実現を

個別に後押しした。くわえて，岩手県議会議員
によってRWC開催実現を応援する連盟も設立
された。このようにRWC釜石開催は，政治エ
リートからの応援を受けながら進められていっ
た。

3 ．スタジアム整備

3 ． 1 　スタジアム整備の目的
RWC開催に向けて新設されたスタジアムの

概要は次のとおりである22）。「釜石鵜住居復興
スタジアム」と命名されたスタジアムは，釜石
市鵜住居地区に2017年 3 月から2018年 7 月の約
1 年半の期間をかけて整備された。本設の観客
席は約6,000席であり，RWC開催時に約10,000の
仮設席が追加されることとなる。スタジアムは，
周辺の豊かな自然環境に配慮したスタジムデザ
インが求められた。また，地元住民に愛着のあ
るスタジアム整備が目指され，そのデザインの
キーワードは「羽ばたき」と「船出」となった。

RWC開催に必要なスタジアムは，表 1 が示
すように 4 つの基本方針に基づいて整備され
た23）。一つ目の「世界とつなぐ」は，「ラグ
ビーのまち」24）である釜石市を世界に向けて発
信する機会となるRWC2019を開催するために
欠かせないスタジアム整備を意味する。スタ
ジアムは，RWCを運営するラグビーワールド
カップリミテッド（以下，RWCL）が要求する
基準を満たす必要があった。たとえば，最低で
も 1 万 5 千人以上の観客を収容できる座席数の
設置，選手やレフリーのための更衣室だけでな
くメディア関係者のための部屋やVIPを受け入
れるための特別室などの設置などであった。ま
た，グラウンドの要件に関しても，フォトグラ
ファーが活動できるスペースをグラウンドに設
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置される看板の外側に確保しなければならない
など細かく規定されていた25）。

二つ目の「安心をつなぐ」は，スタジアムが
安心，安全なまちづくりをリードする地域のシ
ンボルとして位置づけられることを意味する。
東日本大震災の際，釜石市の中で最も大きな被
害を受けた地域である鵜住居地区に整備される
スタジアムは，津波・地震災害などの自然災害
が発生した際に避難した住民に対して支援を
行う拠点として釜石市防災計画の中に明示され
た26）。具体的な防災機能は，災害時の飲料水や
生活用水の確保を目的とした飲料水兼用耐震性
貯水槽などである。このように，スタジアムは
東日本大震災の記憶を語り継ぎながら，防災拠
点としての機能も担うのである。

三つ目の「市民をつなぐ」は，市民の憩いと
交流の場としてのスタジアムが，市民の一体感
を醸成する装置となることを意味する。まず，
釜石市を含む三陸沿岸のスポーツ施設不足を是
正するスタジアム整備が，スポーツや文化的な
イベントの開催を通じて，RWC開催後も市民
交流を促進することが期待された。くわえて，
スタジアムは住民が日常的にスポーツを楽しみ
体力を向上させる基盤としての役割も担うこと
が期待されていた。

四つ目の「未来へつなぐ」は，活気と賑わい
を生み出すスタジアムが，まちづくりをリード
することを意味する。たとえば，スタジアムを

活用してスポーツイベントを開催したり，ス
ポーツ合宿を受け入れることを通じて交流人口
が増加することが期待されていた。また，釜石
市周辺の自然や歴史文化施設を連携させた「釜
石フィールドミュージアム」を構成するひとつ
の施設として位置づけられたスタジアムは，ス
ポーツ以外の面でも釜石市の交流人口を増加さ
せる機能を発揮できると考えられていた。さら
には，RWC開催の記憶だけでなく，新日鉄ラ
グビー部の 7 連覇の記憶を振り返る施設として
の活用も予定されていた27）。

3 ． 2 　スタジアム整備費用と資金調達
スタジアム整備費総額を表 2 に示した。当初

約32億円が見込まれていたスタジアム整備の
予算総額は，約 7 億円増加し約39億円となっ
た28）。増加の理由は，スタジアム仕様の変更と

表 1　スタジアム整備の基本方針

基本的な考え方 説　　明
1 世界とつなぐ ラグビーのまち・釜石を世界に向けて発信
2 安心をつなぐ 復興の原動力として安全，安心なまちづくりをリード
3 市民をつなぐ 憩い，交流の場として市民の一体感を醸成
4 未来へつなぐ まちに活気を生み，賑わいあるまちづくりをリード

出典：釜石鵜住居復興スタジアム（仮称）整備基本方針（案）（一部筆者修正）

写真 1　釜石鵜住居復興スタジアム
（2018/9/13筆者撮影）
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いうRWCLからの要求に応える必要があったか
らである29）。具体的には，ベンチ型座席から個
別座席への変更，メインスタンド上の屋根の拡
大，照明装置の追加，さらには大型映像装置の
追加整備などである30）。予算総額の具体的な内
訳として，上下水道整備など敷地造成に関する
予算が約16億 5 千万円，サブグラウンドなどの
予算として約 3 億 3 千万円，常設スタンド，グ
ラウンドの予算として約13億 9 千万円，仮設ス
タンド，仮設施設の予算として約 5 億円，その
他の予算として約 3 千万円が費用として計上さ
れていた。なお，スタジアムの年間維持管理費
は，約5,600万円と見込まれていた31）。

釜石市の財政状況に鑑みると，スタジアム整
備費約39億円を釜石市単独で整備することは難
しいと思われる。釜石市の標準財政規模は約
100億円であるが，臨時的な経費の財源に充て
られる財源が約 5 億円となる財政状況32）の中で，
スタジアムを整備するための資金を全額支出す
る余裕はないと考えてもあながち不正確とはい
えないであろう。そうした状況のなかで，スタ
ジアム整備のための資金は，国や県などからの
補助金やスポーツ機関からの助成金などを通じ

て調達されることとなった。
まず，復興庁の復興交付金（震災復興特別交

付税含む）から，敷地造成などに関する費用と
して約16億 5 千万円が交付される。復興交付金
による支援が受けられた理由は，スタジアム
が整備される土地基盤整備が「復興広場整備
事業」として位置づけられたからである。他
に，地方自治体が比較的自由かつ総合的に活用
できる補助金である国土交通省の社会資本整備
総合交付金から，サブグラウンド整備費用とし
て約 3 億 3 千万円が交付される。行政は，中央
省庁からの補助金だけでなく，スポーツ機関か
らの助成金も活用した。「スポーツの振興」を
図るための専門機関である日本スポーツ振興セ
ンターのtoto助成から，RWCの円滑開催と日
本のスポーツ振興を目的とした助成がなされる。
具体的には，常設スタンドやグラウンドの整備
費用として約 9 億 1 千万円が助成される。なお，
常設スタンド・サブグランド，仮設スタンド・
仮設施設，その他の費用などに関しては，岩手
県に一定程度の負担をしてもらうことが決定し
ている33）。

また，行政はスタジアム整備のための資金を

表 2　スタジアム整備費総額

事業区分 概算費用
（百万円） 概算見通し

敷地造成など
（盛り土・排水・公園整備・上下水道整備など） 1,650 復興交付金

（震災復興特別交付税含む）
サブグラウンドなど 330 国土交通省社会資本整備総合交付金

常設スタンド・グラウンドなど
910 日本スポーツ振興センター toto助成
480

岩手県は仮設分に応分の負担（調整中）仮設スタンド・仮設施設など 500
その他

（基本設計委託費，山側民有地移転補償調査費） 30

合計 3,900
出典：釜石市「復旧・復興の歩み　撓まず屈せず　平成30年 1 月」（一部筆者修正）
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調達するために，寄付金も募っている。2015年
7 月に設立された「釜石市ラグビーこども未来
基金」を通じて，RWCの開催に向けたフィー
ルド造成やスタジム整備などの施設整備，ラグ
ビーを生かしたまちづくりの推進のために必要
な資金の調達が試みられている。ここで調達さ
れた資金は，RWC開催後もスタジアムの改修
や維持管理，RWC開催記念事業の実施，スタ
ジアムを活かした様々な事業実施などに活用さ
れる予定である34）。

4 ．釜石市におけるスタジアム整備戦略

4 ． 1 　政策の統合
スタジアムは，上位計画との整合性を保ちつ

つ計画・整備された。この点に関しては，「は
じめに」で触れたガイドブックを踏まえて考察
していく。

1 つ目に，ガイドブックには，多様な利用を
実現できる設備を備えたスタジアムを，まちづ
くりの資源のひとつとすべきであると記載され
ている。この点について釜石市では，スポーツ
イベント開催以外の用途におけるスタジアム活
用も目指されていた。たとえば，スタジアムは，
市民が日常的に交流する場として，または，市
民の安全を担保するための防災施設として整備
が進められた。

2 つ目として，スタジアム整備は，地域に不
足する機能の補完を目指して進められた。具体
的には，津波・地震災害などの自然災害が発生
した際に，避難した住民に対して支援を行う拠
点として位置づけられた35）。この点は，自然災
害への備えを強化するという意味で，東日本大
震災前に十分とは言えなかった36）地域の防災機
能の補完と考えることができる。また，被災に

よって本来の目的を果たせなくなった従来のス
ポーツ施設の代替施設整備としてのスタジアム
整備は，釜石市だけでなく岩手県を含む三陸沿
岸のスポーツ施設不足を解消する役割も担って
いた。

3 つ目として，スタジアムは地域住民に愛
されるシンボルとなるよう多様な意味付けが
なされた。たとえば，「震災からの復興」とい
うイメージと親和性のある「羽ばたき」と「船
出」がスタジアムデザインのキーワードとなっ
た。また，周辺の豊かな自然環境に配慮したデ
ザインが目指されたスタジアム整備は，まち並
みや景観にも配慮しながら進められた。くわえ
て，安心，安全なまちづくりをリードする地域
のシンボルとしての機能も付与されたスタジア
ムは，東日本大震災の記憶と防災の知恵を語り
継ぐための機会を提供する場としても期待され
ていた。さらに，スタジアムはRWC開催の記
憶や新日鉄ラグビー部 7 連覇の記憶を振り返り
ながら「ラグビーのまち」を発信する施設とし
ても位置付けられていた37）。

4 つ目として，RWC開催後の持続的な利用
計画が事前に検討されていた。この点に関して
は，RWC2019開催に向けて仮設設備を活用し
ながらスタジアム整備を進めたり，サブグラウ
ンドに天然芝を張ることを中止するなどして整
備費のみならず維持管理費の圧縮が目指されて
いた。また，「釜石市ラグビーこども未来基金」
の設立を通じて民間資金を組み合わせた資金調
達も実施されており，将来の世代も過度な負担
なく活用できるスタジアムの整備が目指されて
いた。

以上のように，行政はガイドブックに沿いな
がら，まちづくりや防災というスポーツ以外で
のスタジアム活用の可能性も踏まえた整備を進
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めた。スポーツ政策に限定せず，経済や防災に
関わる政策と重ねながらスタジアム整備を進め
た点に，釜石市のスタジアム整備の特徴がある
といえる。

4 ． 2 　�「ラグビーのまちの復興物語」と政治
エリートの共鳴

行政は，大災害を経ても破壊されず地域に
残った表象や大災害によって生み出された表象
を活用しながらRWC開催を目指した。つまり，
行政は理念的かつ感情的な開催意義を語ること
によって，RWC釜石開催に対して大きな影響
を及ぼすと考えられる政治エリートの共感を獲
得しながらスタジアム整備費を調達したのであ
る。その際，スタジアム整備をスポーツ政策に
限定してとらえるのではなく復興政策としても
とらえていくことで，RWC開催に向けた政府
からの支援をより強力にした。実際，安倍首相
は，2015年 3 月 6 日の衆議院予算委員会におい
て以下のような発言をしている。

釜石市は，昭和50年代に，当時の新日鉄釜
石が 7 連覇を遂げた，まさにラグビーの聖
地と言っていいと思いますし，当時の新日
鉄釜石のチームも地元出身の人たちが大
変多いチームであった，このように記憶
をしております。（中略）釜石市で大会を
開催することは，東日本大震災からの復興
のシンボルとなり，被災地の方々を勇気づ
け，地域の活性化を促進するなど，復興を
加速することにつながっていくと思います。

（中略）政府としては2019年の大会の成功
に向けて，被災地の方々の御意見も伺いな
がら，今後も必要な支援をしっかりと行っ
ていく考えでございます38）。

こうした発言からは，釜石市が「ラグビーの
まち」であること，RWC開催が東日本大震災
からの復興を加速すると安倍首相自身が認識し
ていることが浮き彫りとなる。そして，この発
言を裏付けるように，復興交付金などを通じた
政府の支援を受けながら釜石市のスタジアム整
備は推進されていくことになる。

岩手県も釜石市のRWC開催を支援した。た
とえば，釜石市に新たなスタジアムを整備する
ための資金調達が課題であると認識している知
事の発言に沿う形で，岩手県はスタジアム整備
に向けた資金を拠出する。

釜石市での開催が被災地の復興の力強い後
押しとなるように，ラグビーワールドカッ
プ2019の成功に向け，岩手県としても引き
続き釜石市の取り組みを支援してまいりま
す。また，釜石市も県も復興の途上にあり
ますので，まず，復興の取り組みを強力に
進め，開催に向けた状況を整えることが重
要と考えております。なお，釜石市におい
てはスタジアムを新たに建設する必要があ
りますので，国，スポーツ振興団体など関
係機関の支援が得られるよう，引き続き働
きかけを行ってまいります39）。

以上の考察から明らかになることは，地域の
表象を活用しながら，RWC開催に必要な釜石
市の外に住む人々からの共感を獲得して，開催
のための資源を調達していった行政の戦略性で
ある。まず，釜石市において薄れつつある「ラ
グビーのまち」という表象と，RWC招致に不
利な影響を及ぼすとも考えられる「被災地」と
いう表象をも活用して，RWC開催の正当性を
発信した。その正当性とは，被災した「ラグ
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ビーのまち」である釜石市でRWCを開催する
ことが復興を促進するという点にあった。この
開催の正当性を政治エリートだけでなく，彼

（女）らを通じて政府，岩手県と共有できたこ
とが，開催のために欠かせないスタジアム整備
のための補助金や助成金を行政が調達できた一
因であると考えることができる。そして，この
点に行政のスタジアム整備の戦略が浮き彫りに
なるのである。

5 ．おわりに

本稿の目的は，スタジアム整備の目的とその
ための資金調達のプロセスを明らかにすること
を通じて，行政のスタジアム整備の戦略を浮き
彫りにすることであった。本稿を通じて明らか
となったスタジアム整備の目的は，RWC開催
だけでなく安心や安全，憩いや活気とつながる
市民の営みを活性化させることであった。続い
て，スタジアム整備のための資金調達の特徴は，
次の 2 点であった。 1 点目は，スタジアム整備
をスポーツ政策だけでなく防災などと関わる複
数の政策と重ねながら進めた点であった。 2 点
目は，地域の表象を活用しながら，RWC開催
に必要な釜石市の外に住む人々からの共感を獲
得して，開催のための資源調達を容易にして
いった点であった。

今日，行政は，どうしても縦割りの枠組みの
なかで政策を考えがちである。そのため，スタ
ジアム整備となると，スポーツ政策を管轄する
行政組織だけで整備が実施され，他の政策分野
とのつながりが脆弱になってしまう。しかし，
釜石の事例を通じて浮き彫りなったことは，複
数の政策を重ねながらスタジアム整備を進める
必要性であった。もちろん，RWC開催だけで

はなく震災復興も組織をまたぐ共通の政策課題
として認識していた釜石市行政の特殊性が，組
織間の連携をスムーズに進めたと考えることが
できる。そのため，釜石の事例を通じて明らか
となった知見の一般化を含めた研究を進めいて
いくことが，今後必要となってくると思われる。
また，知見の一般化とは別に，より広い視点か
ら研究課題について 2 点述べ，本稿を締めるこ
とにする。まず， 1 点目として，RWC開催前
のスタジアム整備のプロセスのみを分析対象と
している本研究には，RWCが開催される2019
年以降のスタジアムが釜石市にとってどのよう
な機能を果たしていくのかを検証していくこと
が求められる。 2 点目に，本研究はスタジアム
の仕様に関して影響を及ぼすRWCLの意向を研
究の視角に十分に含みこめていない。その意味
で，グローバルレベルからローカルレベルにあ
る組織間の相互作用を考慮したスタジアム整備
に関する検討が課題として残されている。
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